
他自治体における子育て支援施策について 

１ 千葉県流山市 

 ・人口増減率（2005 年→2019 年）で 25.8％増 

 ・合計特殊出生率※ 

年 2017 2018 2019 2020 2021 

率 1.62 1.67 1.59 1.55 1.56 

（参考 2021 全国：1.30 千葉県：1.21 東京都：1.08 大田区：1.09） 

 ※合計特殊出生率：一人の女性が一生の間に産む子どもの数（15～49 歳までの女性の年齢別出生率を合計したもの） 

 

出典：「流山市の少子化対策と成果」より（以下同じ） 

 

 

 

 

・施策：認可保育園等の新設・増設 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 2-2 



（１）市外で働きながら子育てできるまち 

  施策１：認可保育園等の新設・増設               

      施設数、定員数の大幅増                   

  施策２：駅送迎保育ステーション 

      流れ【登園】 7:00～7:50 ステーションに保護者が子供を預ける 

             8:00 頃 バスが各保育所（園）に向け出発 

             9:00 迄 各保育所（園）に登園 

        【降園】 16:00 頃 バスが各保育所（園）に向け出発→各保育所（園）より降園 

             17:00 頃 子供を乗せたバスがステーションへ戻る 

             18:00 迄 ステーションに保護者が迎えに来る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  施策３：学童クラブ児童の路線バス帰宅（施行） 

      実施期間 2019.5～2020.3 

  施策４：夏休みの学校開放による「子どもの居場所づくり」事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

（２）子どものそばで働けるまちづくり 

  施策１：シェア型サテライトオフィス 

  施策２：市内の物流センターに企業内保育所を設置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２ 千葉県松戸市 

 ・合計特殊出生率  

年 2017 2018 2019 2020 2021 

率 1.30 1.28 1.28 1.23 1.16 

（参考 2021 全国：1.30 千葉県：1.21 東京都：1.08 大田区：1.09） 

 

  施策１：市のホームページにおいて、子育て情報サイト（まつど DE 子育て）を開設し、市民に紹介 

  施策２：待機児童の大部分を占める０歳から２歳児の保育所を整備（2021.12 月現在 105 施設） 

  施策３：主要駅近くに送迎保育ステーションを開設し、就労時間の生活パターンを変えずに保育を実施 

  施策４：送迎保育ステーションを活用し、県内初となるコワーキングスペース※を設置 

   「在宅勤務中に子どもを預かってほしい」「子どもの見える場所で落ち着いて仕事がしたい」などの要望に対応 

    ※さまざまな年齢、職種、所属の人たちが空間を共有しながら仕事を行うスペース 

    ※一つのオープンスペースを、複数の利用者が使用 

  施策５：住宅支援（①結婚後、市で生活を始める世帯に最大 60 万円を補助 ②市に実家がある場合、３世代同居等住

宅取得支援を実施 市外転入 25 万円＋近居 50 万円または同居 75 万円＝合計 75 万円または 100 万円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



施策１の事例（シティプロモーション） 

 松戸市では、子育て世代の流入や定住促進を目的としたプロモーション事業を展開しています。市の魅力や価値を市内

外に発信する取組みとしてＰＲ動画およびＰＲ冊子を制作しています。 

 

 

 

松戸市パンフレット『こどものいる暮らし』より抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



３ 兵庫県明石市 

 ・合計特殊出生率  

年 2005 2010 2015 2020 

率 1.30 1.48 1.58 1.62 

（参考 2020 全国：1.39 兵庫県：1.33） 

 ・９年連続人口増加しており、特に 25～34 歳及び 0～4 歳のファミリー世代が転入超過となっている。 

 ・こどもを核としたまちづくりに取り組んでおり５つの無料化を実現している 

 

 施策１：こども医療費の無料化（2021.7～高校３年生まで 市外の病院、薬代の無料） 

 施策２：第２子以降の保育料の完全無料化（市外の施設も可、兄弟姉妹の年齢・親の収入も関係なし） 

 施策３：０歳児の見守り訪問「おむつ定期便」スタート（2020.10～）配達員が育児の不安・悩みを聴く 

 施策４：中学校の給食費が所得制限なしで無償（2020.4～）１食 308 円×３年＝約 16 万円の負担減 

 施策５：公共施設の入場料無料化：例：天文科学館（市内外問わず高校生まで無料）、文化博物館（市内外問わず中学生ま

で無料） 

 施策６：使用済み紙おむつの保護者持ち帰りの廃止（2022.4～） 

 

  



施策１～５の事例 

 こどもを核としたまちづくりに取り組んでおり５つの無料化を実現している 

  ①こども医療費の無料化、②第２子以降の保育料の完全無料化、③おむつを無料でお届け 

  ④中学校休職の無償化、⑤公共施設の入場料無料 

 

 

『明石市 市政ガイド 2022』より抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


